
１．地区災害支援プロジェクト委員会2012-13年度活動内容 （2012年12月13日 地区内クラブに発信）
［1］東日本大震災支援活動の継続
（１）各クラブ主導プロジェクトの支援

①プロジェクト候補情報の共有化と地区内クラブ協力体制の推進
各クラブに入るプロジェクト情報で各クラブ単独では対応できないものや地区に直接入るプロジェクト情報
は地区内全てのクラブに公知し情報の共有化を図ると共にクラブ単独では対応できないものは地区内他
クラブに参加協力を呼び掛け複数クラブで対応するプロジェクトフォーメーションを支援する。
②各クラブ主導のプロジェクトへの補助金支援
各クラブ主導のプロジェクトで申請があり適切と認められたものに対しては地区基金を用いた補助金による
資金援助を行う。

＜当面の補助金支給のルール＞
 補助金の上限 ・・・・・・・・・・・・・・・ 70万円
 プロジェクト総額に対する比率 ・・・・ 50％以内
 プロジェクト内容 ・・・・・・・・・・・・・・ 人道的支援を原則とする

（２）地区基金への募金活動の推進
現在地区基金は180万円弱と枯渇寸前であり、各クラブからの協力支援による基金の充実が急務である。今
後もあらゆる機会を通じて引き続き募金協力を呼び掛ける。当面の募集目標金額は２年間総額で1,000万円
とする。地区基金の現状は以下の通りである。

（３）地区主導プロジェクトの選定と推進
多様化する現地ニーズの多面的な情報収集と的確な見極めを心がけると共に、規模が大きいプロジェクト等
で地区全体として対応するのが適当なプロジェクトに対しては災害支援プロジェクト委員会が窓口となり地区
主導プロジェクトとして推進する。

（４）支援活動の啓発と活動内容の公知
支援活動継続の必要性への認識を常に喚起するため、あらゆる機会を通じて被災地の状況や当地区支援
活動の具体的な事例等を各クラブに発信啓発する。また基金の使用状況等活動内容をタイムリーに報告す
ると共に、地区ホームページにて公開し地区広報活動の一助とする。

［2］大規模災害支援体制の在り方の検討
過去、大規模災害発生時にはその都度各クラブに支援募金を呼び掛け地区としてまとめたうえで被災地

に送付してきたが、募金が集るまでに時間を要しタイミングを失した対応となるケースもまま見られ、また大災害
が連続して発生した場合には各クラブに多大な負担を強いることになった。いつ起こるか分からない大災害
支援によりタイムリーに対応し各クラブの負担を平準化するため、地区としての新たな大規模災害支援体制
の在り方を検討する。

〈収入〉 ・クラブ寄付金 15クラブ 246万円
 ・繰越金等  76万円
  小 計 322万円
〈支出〉 ・補助金 4プロジェクト 143万円
〈残高〉   179万円



２．災害支援地区基金の状況

地区クラブ名および寄付者名 寄付金額

災害支援地区基金の状況（2013年1月11日現在）
【収入】

岡部年度からの繰越
大阪中之島RC
大阪城南RC
利息
大阪東南RC
大阪中之島RC
寝屋川RC
大阪咲洲RC
大阪ユニバーサルシティRC
大阪城南RC
国際大会日本人朝食会余剰金
井上暎夫ＰＧ
寝屋川RC
八尾中央RC
大阪帝塚山RC
大阪城南RC
大阪フレンドRC
千里RC
大阪城南RC
ＰＳＣ（財団奨学生ＯＢ）
東大阪東RC
八尾東RC
大阪ユニバーサルシティRC
豊中-大阪国際空港RC
大阪リバーサイドRC
大阪西南RC

708,892円
57,750円
15,460円

5円
500,000円
100,000円
37,000円
30,000円
300,000円
45,440円
14,547円
30,000円
13,000円
77,000円
100,000円
10,000円
46,000円
330,000円
800,000円
3,000円

100,000円
50,000円
50,000円
50,000円
50,000円
100,000円

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

3,618,094円合計

備考

地区基金支出内容 金額
【支出】

豊中RC
振込手数料
千里RC
振込手数料
熊谷教材社 （八尾中央RC申請分）
振込手数料
高槻RC
振込手数料

158,600円
600円

650,000円
600円

150,000円
600円

470,000円
600円

寄付金一部返金

地区基金申請No.46

地区基金申請No.47

地区基金申請No.48

1
2
3
4
5
6
7
8

1,431,000円合計

備考

【残高】
預金残高 2,187,094 円 2013年1月11日現在


